
（様式第 4号）       第第第第５５５５回回回回武石地域協議会武石地域協議会武石地域協議会武石地域協議会    会議概要会議概要会議概要会議概要 

 

１ 審議会名  武石地域協議会  

２ 日  時  平成 24 年 9 月 13 日 午後 7時 00 分から午後 8時 20分まで 

３ 会  場  武石地域自治センター 第１会議室  

４ 出 席 者  新井敦子委員、飯田秀範委員、上野正司委員、柿嶌勲委員、金子隆博委員、 

北沢賢二委員、清住洋子委員、児島八重子委員、塩之入安男委員、滝沢修司委員、

滝澤由美子委員、竹内明美委員、竹内利通委員、成田英雄委員、樋沢一幸委員、 

樋澤みどり委員、森美由樹委員、柳沢裕子委員 

【欠席委員】2名  

５ 市側出席者 伊藤地域自治センター長、木藤地域振興課長、牛山市民生活課長、 

児玉産業観光課長兼建設課長、北沢健康福祉課長、掛川武石教育事務所長、 

滝沢武石上下水道課長、佐藤地域政策係長 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・ 一部公開 ・ 非公開 

７ 傍聴者 0人  記者 1 人 

８ 会議概要作成年月日 平成 24年 9月 21 日  作成部局課名 地域振興課地域政策係 

協 議 事 項 等 

１ 開 会（柳沢副会長） 

 

２ 会長あいさつ（上野会長） 

   残暑も厳しく今日も一日暑かったところ、またお忙しいところお集まりいただいてありがとうござ

います。さて、前回の協議会の後、皆さんにお願いし実施したアンケートの集計ができました。拝見

しますと皆さんの意見が大分まとまってきて良かったと思いました。今日はこの結果について検討し

ていただきたい。 

 

３ 協議事項 

（１）雲渓荘について 

  （会長） 議事の前に、今回のアンケートで皆さんからの意見の中にもある、平成２１年に武石開発

公社剰余金使途等検討委員会から諮問があった件について、事務局から説明されたい。 

【事務局から説明】 

  【質疑・意見等】 

  ・なし 

  （会長） それでは、今回のアンケートの集約結果についての説明を事務局からされたい。 

  【事務局から説明】 

  ～アンケートは、協議会委員２０人から無記名で実施、全員から回答～ 

（会長） アンケート結果の見かたはわかったと思うが、読むといろいろな意見があるので、意見を

まとめる前に各自、目を通してほしい。 

  ～個々に集約結果検討～ 

  （会長） 意見があったら出してもらいたい。 

（委員） 先程説明があった剰余金は雲渓荘の修繕等に少しまわしてほしいと要望は出せるのか。 

（センター長） 一般財源化したので難しいが、財源を特定しないでの要望は出せる。 

（委員） 「存続」がこれだけ（１４人）あったのだから、存続に向けて協議して行ってはどうか。 

（委員） 多数決で簡単に決めてしまっていいのか。少数意見でも良い意見があれば採用すべきでは

ないか。 

（会長） アンケートで多数決というだけでなく、自分は出た意見について討論してほしいと考えて

いる。 

（委員） 経営管理の仕方だと思う。専門知識を持った人の意見を入れないと、ただ存続ではやって

いけないと思う。 

（委員） アンケートを見れば、できることなら残してほしいという意見が多い。営業努力したうえ



でこれまでどおり市事業団でやってもらうことが一番いいことだと思う。 

（委員） 今まで２年も３年もかけて結論が出なかったからアンケートをやったのだから、これで決

まれば決まった（存続）で良いのではないか。その上で専門家を入れて経営について検討す

れば良いはず。 

（委員） 市事業団からの説明がないのが不満である。事業団の方針が見えない。長が出てきて話す

べき。 

（センター長） 以前の協議会では、雲渓荘へ委員の視察もした。事業団側の説明も２回くらい聞い

た。今までずっと継続審議してきた経過を今協議会の初回できちんと説明すべきだった。事

業団はあくまで受託者だから、市として考えてほしいというのがこちらの考え方だ。 

（委員） ４月からの任期の自分たちが判断すれば、どうしたって「存続」になる。 

（センター長） 今までの協議会で「民間」という意見はなかった。今までの協議会と違って今協議

会での収穫はいろいろあった。 

（委員） 個々の経営の話は別に考えて、ここではアンケートのとおり「存続」でいいのではないか。 

（委員） 経営を考えれば当然意見は変わると思う。経営を考えれば自分は「廃止」を選ぶ。今回は

経営を考えなくていいと言われたのでこの意見になった。 

（委員） 運営について考えなくていいというのであれば、住民の意向としては残してほしいという

声が多くなると思う。 

（センター長） 今の事業団の運営について論議するのではなくて、市営の温泉施設の運営として考

えてほしい。存続の方向性を出すのであれば、今後は経営についても考えてほしい。 

（委員） 民間への譲渡、売却も検討していった方が良いと思う。 

（事務局） 民間に売却となれば建物ごとそっくり売却ということでよいか。 

（委員） 良い。実際にいい条件だと思う。自分は忙しいから（経営は）やらないが、これだけの条

件があれば自分がやってしまう。 

（委員） 売却ではなくて個人でもやる気があれば指定管理でやってもらえばいいと思う。 

（会長） 民間への譲渡、指定管理者の見直しなどにより、存続という方向で市に要望していきたい。

また個々に問題点なども検討する。細かいことについては委員会に分けて議論することも検

討する。 

・委員了承 

 

４ その他 

（１）次回会議の日程等について 

・協議の結果、１０月１７日水曜日、午後７時から９時までと決定する。 

 

（２）その他 

  【事務局からお願い】 

  ・美ヶ原高原秋のササ刈りボランティア募集について 

（委員） 地域協議会も参加していくことが大事だと思う。行政は継続参加につながるよう参加者に

対してメリット等何か考えたほうが良い。 

  ・地域づくりコーディネーター養成講座開催のお知らせについて 

  ・きのこ中毒防止について 

  ・第２回たけし運動会への参加について 

 

５ 閉 会（柳沢副会長） 

 

 

 


